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吉永邦治展 Kuniharu Yoshinaga Exhibition

異境への旅
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2022年 4月 2日 (土 )～ 6月 30日 (本 )

2022年度春季特別展として、元大阪大谷大学短

期大学部教授・吉永邦治氏による「異境への旅」

展を開催 します。

2002年度には、秋季特別展「―光・風・水 。地

にいだかれて一仏の世界」を、2010年度には、春

季特別展「一飛天・シルクロー ドの旅一」をテー

マに吉永邦治展が開催されました。今回は 12年ぶ

りの「異境への旅」作品展となります。

東アジアの端ての日本へは、文化交流の道 (シ

ルクロー ドなど)を 通 り、世界各地から文物がも

たらされてきました。

吉永邦治氏は、その流伝された美を観るにつけ、

その美の根源に立ち、もう一度見つめなおすこと

によって、すばらしい日本美の世界があらたに浮

かび出てくるのではないか、また、日本では、人々

の脳裏から忘れ去 られ、すでに失なわれているも

のや、気分をほっとさせる懐かしい景色や様相に

触れ、それらを複眼的にみることによって、自身

の感性が蘇ってくるのではないか、という思いで

現地を旅 し、巡歴をくりかえされてきたと伺って

「香夢飛天」185× 123cm     います。

今展は、「異境への旅」で遭遇 した、悠久を生き

る民が夢見た世界をこころに感 じながら描いた、彩色豊かな油彩画、鉛筆だけでの素描画などの作品群

で構成されています。是非、じっくりとご鑑賞ください。
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異境への旅

旅の始ま り

今は昔、私自身は東シナ海に流れ込む川内川の

ほとりに生まれ、幼少青年期を過ごしたことも

あって、なぜかアジアをそう遠い大陸とは思って

いなかった。

時が流れ、薩摩川内を離れ、さらに、日本から

ヨーロッパヘ旅をし、帰路、西から東へと旅を続

けた。そして、帰国後、もう一度東洋世界を学び

なおそうと、高野山にのばり、山上で仏教・密教

芸術やチベット語、サンスクリットなどの古語を

学び、その根底にあるものを探求 しつつ、その後

も東洋各地の民族芸術を求め行脚をし続けた。異

国の歴史ある遺跡、教会 。モスク、美術館 。博物

館などを巡ると、そこには遠い昔から伝えられて

きたものや、往時たちこめていた様ざまな民族の

風気がただよっていて、それを身近に覗くと遠い

過去がよみがえっていった。また、多種多様な民

族の人々と直に触れ合うために、中近東の街の活

気あるバーザルや市場に足を踏み入れると、極彩

色の衣装につつまれた人々が混然一体となった異

世界がそこに幻視された。

このように、私は、なつかしい原風景を求めて

異世界へ旅立ち、さまよう中で思わぬ出会いをし、

身をもって多くの体験をした。また、そこに出向

かないと伝わってこないものに導かれていった

様々な記憶が、私の中で重層的に積み重なって、

新しい創造の源へと発展していった。

今回出展している作品群を前にされて、「博物館

だより」にそえた言葉と、絵のタッチのなかの息

づかいによって、美 しい芸術世界と、旅の醍醐味

を合わせ感じていただければ幸いです。

残影

私は、インド、

ガンダーラ、シ

ルクロー ド各地

の仏教遺跡で、

数千年前に刻み

描かれた壁画を

観るにつけ、飛

天などの美 しさ

に心を惹かれ、

その根源を求め

て旅をし、東洋

美術を研究 しな

事

がら|シ由彩画や素         「西人仏磨崖光景」194X130 cm

描画を描いてきた。今までの旅の中バーミヤンの

巨大仏に出合い、その荘厳さに胸うたれた。

2001年 3月 、巨大な大仏や仏全とともに飛天群

の壁画も粉々に破壊され、今や見る影もなく、断

崖に巨大な空洞の穴が露呈したまま残されている。

が・・ 。私が、アフガニスタン国を訪れた1977年

頃は、平和で豊かで明るい表情をしたアフガンの

人々がゆったりと悠久を生きていた。破壊される

前のバーミヤンの巨大仏像や飛天群をこの眼で観

た時の深い感動が、今も鮮やかに蘇ってくる。ま

た、過酷な自然の中、この断崖絶壁をもろともせ

ずに、こころを一つにして慈悲深いまなざしを

もった「巨大仏」を掘 り込んでいった古来の彫人

たち、多彩な色を操り描きつづけた往時の画家たち

に想いをつのらせた。

海抜2550メ ートルの高原にあるバーミヤンは、

荒涼とした大山系が連なるなか、南側礫岩の切 り

たった断崖に、東西3キ ロにわたって何百もの仏

堂や僧房窟が蟻の穴のように掘り込まれている。

当時、この周辺には僧徒数千人が僧院に住まい、

仏寵には、塑像の大仏・仏座像や弥勒仏が安置さ

れ、その前で、日夜、読経と祈りがささげられて

いたのであろう。往時の美 しい荘厳な仏の世界が

バーミヤンー帯を包み込んでいたのではないかと

想像されるのである。

西側には55メ ー トルもの磨崖仏 (弥勒立像と

も)が静かに行んでいた。奈良 。東大寺・麿舎那

仏坐像の約15メ ー トルを遥かに超えるもので、

その景観は言葉に表せないほど存在感あるもので

ある。紀元629年 に、唐の都 。長安を出発 し、仏
「川内川光景」 (部 分)150× 150 cmく 未出品>
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法を求めて17年 の歳月かけ、西域から中央アジ

アを経てインドヘ、3万キロにおよぶ旅を続けた

玄美三蔵は、旅の途中、紀元632年、このバーミ

ヤン渓谷を訪れた時、仏教が栄え大石仏が黄金に

光輝いていたと「大唐西域記」に記している。

大仏の顔は、当時の異民族が仏眼超力を恐れた

のか、国もとだけ残し眼の部分が半分削られてい

た。削られる前はどんな顔相であつたのか 。・・

胴体の岩肌も風化 し崩れかけ、手も足部分もさだ

かでなく、着衣のひだも剥落 し崩れかけようとし

ていた。この巨大仏の前に、私は座り、砂塵が吹

きすさぶなか、「わら半紙」を広げ、紙の端を瓦礫

で押さえ、コンテで素描 した。それらをもとに、

何年もかけてカンヴァスに向かい、在 りし日の巨

大仏像を油彩で描き続けた。

瑠璃

飛天についての概要は、拙本「飛天の道」や前

展の「博物館だよりNo107.No90」 に掲載している

ので、ここでは、バーミヤンの西大仏の天頂あた

りの奏楽飛天に焦点をあて視てみよう。

西大仏を下から眺め、頭部55メ ー トル付近の

天頂部分あたりに眼をやると、アーチ型に掘 り込

まれた天蓋に、天宮図や仏坐図が描きこまれ、仏

寵内には、かすかに残った彩色を施 した図柄らし

きものが見られた。ざらざらした礫岩上の金画面

上には、顔彩ラピスラズリなどで彩色された壁画

が残されていて、その印象は今もこの世ならぬ色

として脳裏に深く刻まれている。当時の画家たち

は、この地上50メ ー トル辺りの大仏の頭部、仏寵

上部に、足場を組み、砂塵吹きすさぶ中、この地

に産出した岩彩などを運び上げたのであろう。技

法を駆使 して、翼のない天衣で飛翔する三身一相

(天人一

体 と天女

二体)や
飛天群を

彩色豊か

に描いて

いる。

時がた

ち、粉 々

に吹きと

んだ欠片

にかすか

に残存 していた奏楽飛天や、美 しい飛天群を描い

てみたいとの思いにかられ、資料から剥落 してい

るかたちをイメージし、網膜に残存 している自身

の記憶をたどりながら、数年にわたって油彩で描

き進めていった。今回その一部を展示 している。

ここの飛天や弥勒 。未来仏を鮮やかに彩っている

顔彩をもってみても、アフガニスタンが往古、シ

ルクロー ドの十字路に位置 し東西の交易路であっ

たことがうかがえる。この交易路を南へ廻る道ヘ

ラー トからイランヘ、北へ廻る道マザリシャルフ

からサマルカンドヘ抜ける道ぞいを実際に旅 し、

剣のような険しい山々、道があってないような古

来交易の道を進むなか、車から降りると、山一帯

に鉱石などが露呈 していて、鉱物を含んだ一欠片

を拾い上げ手にすると、極彩色の顔彩 。天空石

(瑠璃 。青金・ウル トラマリン)が混ざり込み美

しく光輝いていた。

ここで、少 し話 しはアフガンから飛び、17世紀

頃のオランダ出身の画家ヨハネス・フェルメール

の彩色について、私のひとりごとを記すことにす

る。私は、ニューヨークのメ トロポリタン美術館

やヨーロッパ各地の美術館等で、フェルメールの

作品を眼にしたが、その中でも、大阪市立美術館

で2000年に「フェルメールとその時代」に出展の

「真珠の耳飾 りの少女」は忘れがたい。当時大阪

の地下鉄などにポスター掲示がなされたことも

あって、多くの美術ファンが美術館へ押 しかけ長

蛇の列をなしていた。

この作品自体は「44.5× 39cm」 の小品で、青い

ターバンの少女とか北のモナリザともいわれてい

るフェルメール33歳頃 (推定)の作品である。カ

ンヴァスを素地とした上に描かれ、少女は真珠の

耳飾 りをつけ青いターバ ンを巻いている。当時

ターバンなど、オランダの風俗にみられない情景で、

アラビア・西アジア方面の民話の「千一夜物語」

や「アラビアン・ナイ ト」の世界観を街彿とさせ

る異国の雰囲気を持って描かれている。会場で作

品を観ながら、黄砂吹きすさぶなかでチャドリに

身を包み、澄んだ青い目をしたアフガンの少女を

思い出した。

この青いターバンに彩色されている高価なラピ

スラズ リや天然ウル トラマ リンの顔料 を見て、

バーミヤンなどでみられた顔彩とヨーロッパとが

つながっていたことが想像された。多くの方に親

しまれるターバンの少女の青、私も青系を使うと
「奏楽飛天」121× 114m
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きは、宙の色として一段と気をひきしめ、慎重に

使用するが、この絵の魅力は、やはり青にあり、未

来へ連れ出してくれる少女への憧憬の青なのかも

しれない。

五十六億七千万年

日本の古代文化に

とって、シルクロー

ドから日本にもたら

されたものは数知れ

ないが、特に仏教文

化の東漸は、物質文

明を発展させる契機

となっていった。こ

のシルクロード沿い

にある数多くの石窟

のなかでも、鳴沙山

のほとりにある敦

燿 (甘 粛 省 。西

端 )の 遺 跡は、特    「弥勒菩薩交脚像」185× 123cm

別な存在である。そのなかでも、仏教美術の宝庫

とし`われる莫高窟の千仏洞は、西方とのつながり

をもち、それぞれの時代に造営された窟が南北

1600メ ー トルにわたり、上下2・ 3層 に何百もの

窟が掘り込まれ存在 している。

挟小窟に入り、数千年前に刻み、描かれた塑像

や壁画を観るにつけ、古来の何千人もの画家たち

が、逢か彼方の永遠なる仏 。浄土世界に思いを馳

せ、それらを表現するために、西域や中国本土か

らさまざまな壁画の顔料をもこの地に運びこんで、

インドやガンダーラから伝来 した仏教図像や造形

技法をいかしながら描いたのであろう。この敦爆の

地がいかに東西交流の要衝であったかが偲ばれ

る。

今回出展の弥勒菩薩 (マ イ トレーヤ)は、現在

は兜率天で天人に説法 している菩薩であるが、

「56億 7千万年後にこの世にあらわれ、衆生を救

う未来仏である」と釈迦仏から予言されている。

この第275窟の「弥勒菩薩交脚坐像」は、北涼時

代 (紀元4～ 5世紀頃)に造像されたもので、3.34

メートル超の高さを持ち、頭に冠飾 。化仏を配し、

塑像には彩色もみられ、方形の台座に安置されて

いる。                     ,
この窟の周壁は華やかで、台座の弥勒仏の豪壮

な風貌をみて、一度、窟入口から観た光景を描い

てみようと、7～ 8年前から構想し描きはじめた。

実物がかなりの大きさなので、描くのに縦 2メ ー

トルほどのカンヴァスを用意 したが、中心の弥勒

菩薩を押し込めるように描きこんでも、収まり切

れない。それでは脇からせめていこうと、左右壁

面にある半助]思惟像、後方壁面の多くの飛天、一

対の獅子を先に試みても弥勒仏は収まらず、描い

ては削り、消すというような状態が何年も続き、

初めの構想とは裏腹に、克明に描いた部分はかき

けされ、何かと溶け合った生まれたての幼子のよ

うな弥勒菩薩像となった。

海 と空

永い長い旅路の果てに日本にたどり着いた飛天

に思いを馳せ、その幻想された飛天世界をなんら

かの形に具現化 し、新たな視点から壮観 してまと

めあげることはできないものかと模索を続けてい

た。時が流れ、人から人への機縁に恵まれて、お

大師さまが開かれた、一千三百年にわたって受け

継がれている祈りの霊地、四国霊場 。鯖大師本坊と

のご縁に導かれていった。

鯖 大 師

本 坊 は、

徳 島市 か

ら南 へ 、

遍 路 道 沿

いの鯖 瀬

海 岸近 く

にあ る。 鯖大師本坊 多宝塔 夜景

ここから先、室戸岬方面へ向かうと、瑠璃色の地

球と天空がひとつになった壮大な風景が広がって

いる。室戸岬は、弘法大師が修禅極められた地で

あり、虚空蔵菩薩の霊験をいただかれた場であ

るc鯖大師は、奈良時代 (750年頃)、 行基菩薩が

四国を巡りし時に、また100年後、お大師さまが四

国霊場開創の折に、それぞれこの地が「仏縁ある

霊地」であることを印されたといわれている。

鯖大師本坊では、古今来世までも人々のこころ

の依り所として、また、救いの霊場であらんと一念

発起され、鯖瀬海岸を見渡せる高台に、多宝塔を

造営された。この折、多宝塔内に飛天飛翔を収め

たいとの依頼を受け、多宝塔内陣の四方位壁画

に、三年もの月日をかけて描いた飛天を奉納した。

多宝塔基壇をのぼって内陣に入ると、観世音菩薩

を中心に北面に5体・西面に2体 。東面に2体、南

丁厄蠍 T
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面に2体の仏様の御力を感応 した飛天群が、それ

ぞれ異国の楽器を奏 し、のびやかに翔舞 し散華讃

嘆している。また、長押から小壁、天丼部分にか

けても、鮮やかなる油彩で、五彩たなびく雲間

に、翼のかわりに天衣をたなびかせた飛天群を描

き込んでいる。それは、逢かインドやシルクロー

ド各地で目にした確かな飛天の図像を基に、あら

たにイメージした飛天群であり、はるか宇宙の無

限の彼方から千年後の未来への想いを多宝塔飛天

に託 した、祈 りの飛天曼荼羅世界である。

飛天曼荼羅 内陣

風紋

ヨーロッパとアジアの架け橋と呼ばれているイ

スタンブール (ト ルコ)。 新市街からボスポラス海

峡をフェリーで渡 り旧市街を散策、ブルーモスク

などがあるエジプシャンバザールで、チャイを飲

んでいる男たちの顔やまなざしに、なつかしい祖

先を思い出しながらイスタンブールを後にした。

イスタンブールからアンカラヘ、さらに東へ向

かうと、アナ トリヤ高原へ入る。ここまでくると

一気に風景がかわり、火山灰や溶岩が幾重にも積

み重なった地層が露呈 し、荒々しい台地が続く奇

岩地帯、カッパ ドキア地方に至る。この一帯は古

ヒッタイ ト王国時代に首都ハットゥシャがあった

ことから交易ルー トの要として栄えていた。

その後、東方に進出したキリス ト教 (3～ 4世

紀頃)の修道士たちは、この雨風に侵食され風化

した山や渓谷に入 り、共同生活をしながら修業信

仰の場にと岩洞窟を掘りすすめていった。さらに、

とげとげしい岩内を丸くくりぬき、そこに彫刻 し

たり、150余 りの窟の内部の壁面や天丼にまで漆

喰の下地を施 し、岩肌の自地に、冴えわたった青

系のフレスコ画で、聖書にまつわる出来事などを

描いていった。キリス ト教の岩窟教会の残影が、
△も映し出されている。

「シルクの歌」45× 60 cII

中国の長安からローマヘいたる道「シルクロー

ド」は、柔らかいシルクにわれわれを包みこみ、

心は遠く東西の民族が交流 していた「いにしえの

時代」を偲ばせてくれる。ラクダの隊商が砂漠を

横断、荒涼とした風景が続く中、黄砂の道を進ん

でいくと、中継地のキャバン・サライ (隊商宿 )に

たどり着 く。山すそには、美 しい村が点在 し、

そこだけが黄土の中に緑のオアシスが広がって

いる。

一歩オアシスに入ると、中庭をはさんだ中に、

日干 しレンガの壁で囲まれた家があり、天丼は、

ぶどう果樹棚やザクロ樹に覆われている。家具ら

しきものはないが、床には色鮮やかなバーミリオ

ン系のカーペ ットが敷かれた上に、もう一枚、

レッド系の深い絨毯が重ねられている。部屋の壁

ぎわにはカゴがあり、千し葡萄、クルミ、アーモン

ド、アンズ、桑の実などがあふれでている。真綿

の布団が敷かれ、その上で、静かに団扇をあおぎ

ながら、こどもを寝かしつけている澄んだ眼をし

た婦人が見られる。

座すと、ほどよい風が隙間から通りぬけてゆき、
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ヽ
´
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「カッパ ドキア」45× 56m
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ここが黄砂の只中とは思えない。夜になると、葡

萄棚や木陰の間から満天の星空がみられ、幸福な

人間の営みが感じられた。

現地の光のなか、路上に什みスケッチしている

と、どこからともなく子供たちが集まってきて、

覗きこんできた。自分の子供の頃のことがなつか

しく思い出されてきた。

サールナー ト

乾季や雨季などのインド特有の季節や風土を体

感 しつつ、北はヒマラヤ連山が遠望できる北イン

ドから、ネパール国境付近にあるルンビニーに至

り、南はコモリン岬からスリランカまで、なつか

しい原風景をもとめインドを旅した。そんな中私

は、2500年前頃、インドの地に誕生され、出家 。

成道 。初転法輪へと極め、やがて布教の旅へ、40

数年にわたリガンジス河流域の各地をめぐって多

くの教えを広められたブッダ、その機縁ある仏跡

の地をめぐった。

その時の想いをかたちに表 したいと考え、釈尊

の生涯や出来事を、私なりのタッチで表現するこ

とはできないかと素描で描きはじめた。先ずは、

釈尊誕生地のルンビニーからかき始め、ピッパラ

樹下で結珈映坐し悟られた地ブッダ 。ガヤー。鹿

野苑において、初めて説法された初転法輪の地

サールナー トなどにすすみ、旅先での出来事や出

会いの光景をたどりながら伝導の永い長い道のり

を10メ ー トルの紙に載せ、失なわれていくもの

が多い時代の中、今だに色あせない釈尊の世界

「ブッダの生涯」を鉛筆で描いた。

また、サヘート・マヘート (祇園精舎・舎衛城 )

を訪れると、出身地が違い、出家の年齢や修業の

あり方も様々であった人々が釈尊を慕って弟子とな

り、この教えを忠実に実践しながら、個性豊かに生

きた十人の高

弟の姿が浮か

んだ。彼らはど

の ような風貌

であったのだ

ろうかと、彼ら

の 風 貌 を イ

メージ し、鉛

筆で浮 き上が

らせ 「風貌釈

迦十大弟子」

を描いた。

さらにクシーナガルを訪ねたが、そこは仏伝に

も書かれているが、郊外のサーラ樹の下で身を横

たえ禅定に入られた釈尊、十大弟子たちにみとら

れながら静かに涅槃へ向かわれことが偲ばれる入

滅の地である。後年、80年の生涯を閉じられた釈

尊を「仏涅槃図」として鉛筆で描きとめていった。

五体投地

高野山にある大学でチベット語などを学ぶうち、

「チベット旅行記」で河口慧海を知り、後年、チ

ベ ット密教の仏教指導者ダライ・ラマ法王 14世

が来校されたこともあり、チベ ツトヘの憧れを

もっていった。

私が、海抜3500メ ー トルの高地、ラサ (神 の

地)に 降り立った時、ラサの空は、ブルーという

よリウル トラマリンに近い深淵なる青であった。

荒涼とした山々が続く中、歩き、動くと身体が重

く、空気は冷え冷えし希薄であることを感じなが

ら、聖地ポタラをめざした。そこにたどり着くと、

小高い山の上に、観音菩薩の化身とされるダライ・

ラマ法王の壮麗なポタラ宮殿があった。後に、チ

ベット文化の象徴であるポタラ宮殿への感動を

デッサンし、油彩で描いた。

峰々の遥か彼方からは、ラサにある釈迦牟尼像

を本尊とする大昭寺に向かっている巡礼者がみえ

た。かれらは、天を仰ぎ手を蓮の華のような仕草

で、身や心を清めながら合掌 し、経をとなえなが

ら膝をつけ、全身をすべらせながら地面に身体を

投げ出し進み、仏様に救われたいと、五体投地を

くりかえしていた。

このラサから私は、阿弥陀仏の化身とされるパ

ンチェン・ラマ座主のタシルンポ寺を目指し、シ

ガッェヘむかった。途中5100メ ー トルの峠を越

えたあたりから、軽い高山病なのか、だんだん無

口になり、眠気がおそってきた。しかし意識の方
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「風光・印度」120X120 cn 「ポタラ富」141× 334 cmく 未出品>
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はより鮮明になり、風の音や香 りが敏感に感 じと

れた。

後年、このチベット・インドでの体験や旅先で

の出合いが溶け合って、密教の教示を受けた「開

祖・伝持八祖」を鉛筆で描き表 した。自分の中で

仏教・密教の世界がさらにひとつになり、新たな

宇宙曼荼羅となった。

八曜 日

インドを旅 した時、ミャンマー連邦共和国 (ビ

ルマ)に は、仏教そのものが脈脈と受け継がれて

いると聞き、一度訪

れたい と願 ってい

た。その後、その機

会に恵まれ、まず、

モッタマ湾に面 した

ヤンゴン (ラ ングー

ン )、 エ ー ヤ ワ

ディー川中流域にあ

るバガン、国の中央

に位置 す るマ ンダ

レー、シャン高原に

あるインレー湖など

「湖面の市場」91× 60m を周遊 した。

その中でも、バガン地域は、仏教の聖地であ

り、さまざまな様式をもった大小の仏塔や寺院が

数多くあり、アーナンダ寺院の本堂の中心には、9

メー トルを逢かに超える、黄金に輝いた釈迦牟

尼 。迦葉仏などの仏像が、それぞれ四方をむいて

納められている。各地寺院には、東西南北の祈祷

堂があり、外周には各方位「八曜日の守護像」の

祭壇がみられる。ミャンマーでは、伝統暦の「八曜

日」があり、何日に生まれたかより、何曜日に生ま

れたかが重要とされ、曜日によつて、その人の基

本的な人生などが決まるとされている。それぞれ

伝統暦に沿って、祭壇の廻 りを引きも切らさず、

お参りが絶えない光景をみて、ミャンマーでは、今

も釈尊は生き、人々を見守っていられると感じた。

早朝、インレー湖上をボー トで進むと、足をま

わして櫂を操ってカゴを沈め魚をとるインター族

が朝もやのなかにみられ、透明な湖面の無明の間

色、茫洋とした周囲の山々とが、空の茜色に溶け

こんでいて、一条の朝光につつまれた湖面を油彩

画ではどう表 し得ようかと、至福の時が刻まれて

いった。

アルパカ

ご縁はご縁をよんで、ロッキー山脈を越えアメ

リカ合衆国ニューヨークを旅する機会を得た。そ

こでイサム 。ノグチという彫刻家の作品を観る機

会があり、たしか山頂付近で撮られたのか、彼が

大きな一枚岩の上でポーズをした写真を見た。そ

の流れでメキシコのフリーダ・カーロという画家

を知り、その時以来、私のなかにメキシコから南

米を旅 したいとの想いが、膨らんでいった。

時がたち、ある会の集まりがあり、丸いテーブ

ルに偶然同席された方が、ペルー国の方と知り、

そのご縁で南米に旅立つことになった。

南米のマチュピチュ(老 いた峰)の遺跡を訪れた

二日目の朝、この遺跡の背後にそびえたつ鋸の刃

をした山、ワイナピチュ山 (若 い峰)が気になり、

登ることにした。登るのには余 りにも急な山で、

危険を伴うため、名前や入山時間を記入 しなけれ

ばならなかった。もうここからは登山である。命

がけで、登 りつめた山頂からは、大パノラマ360

度の眺望が広がっていた。やおら広い分厚い岩の

上に立った時、思い出 した。岩の上のあの写真

は、標高2690メ ー トル山頂のこの場所で彫刻家

イサム・ノグチは撮ったのだと確信 した。さらに

旅は、ペルーからボリビヤヘと続いていった。

日本か らはかな りの距離 にあるアンデス山

脈・・ 。会う人あう人インディオの顔に、祖父母

を思い出すような容貌や仕草があり、ティティカ

カ湖など「日本語のチチ (父)カ カ (母 )」 と発

音 したくなるような地名もあって、なつかしい原

風景が広がり、やさしいアルパカが顔をのぞかせ

ていた。

「はるか彼方に」131× 294m
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未成

個展の中日の夕方、会場に私のデッサンを丁寧

に観られている初老の画家の姿があった。洲之内

氏がその画家と話し始められ、会話がはずんでい

るので、入国の処にあ

る芳名録 を見 ると、

「山口長男」とサイン

がしてあった。その時

は、山口氏に漠然とし

た造形に対する姿勢や

基本への取 り組みを教

えていただいた。

個展の後、国立近代

美術館に行くと、油彩

の赤と黄だけで何十回

も塗 り込められた山口   「山口長男先生像」110× 79 cm

長男氏の作品がそこにあった。黄の作品か ら

は、シルクロー ドや砂漠を思い出し、赤の作品か

らは、インドのマトウラの暖かい赤の砂岩で掘り込

まれた仏像を思い出した。図録にある略歴を見て、

山口長男氏の父方の里が、私の出身地、鹿児島の薩

摩川内であることを知り、出会いの不思議さをおぼ

えた。

その後ア トリエに伺い、絵やデッサンについて

様々な教えを受け、感化されていった。山口先生

から学んだことは、身を持って体験 し、それをく

りかえし実践 していくことであった。先生の制作

の姿勢をみても、その教えを実践するもので、作

品つくりは限りなく深く、ひとつの色を何回も何

回も塗 り重ねられ、そこから段々と厚みをまし、

自然にできてくるかたちを作品に表されているよ

うに感じた。

この頃になってやっと私は、次第に縛られたも

のの考えや壁がとりはらわれ、決められた構図や

枠をこえて、旺洋とした世界、未成への扉がひと

つずつ開いていくように思う。

千六百万分の一

この「千六百万分の

一」は、洲之内徹氏

が、芸術新潮の「気ま

ぐれ美術館」に連載

された、タイ トルで

ある。洲之内氏が、

私のア トリエを訪ね

られた時、絵を見なが

ら、「これはどこの風

景か」と聞かれること

が度々あった。当時、    「
|‖ 1之 内徹像」l10× 79 cm

中近東から中国へと旅をしていて、広範囲にわたっ

て描いていた時期でもあって、間かれる度に「千六

百万分の一」の地図で説明していた。

洲之内氏が来阪されると、住吉大社近くのお好

み焼き屋を案内し、そこでシルクロー ドやインド

などの旅の話をした。時々、銀座の画廊に、イン

ドや各地の風土に生きる人びとに出会った感動を

鉛筆、木炭、コンテなどにたくし描いたデッサン

500枚 ぐらいをもちこんでいた。こんな膨大な数

のデッサンを前にして、一枚一枚を丁寧に見て、

夜がふけるのも忘れ、話 してくれる方がいるであ

ろうか、もう出逢えないであろう。洲之内氏のこ

とを思うと、懐かしく、感謝でいっぱいになる。

(吉永邦治 )

博物館講座のご案内

演題 :「旅・出展作品について語る」

講師 :吉永邦治氏 (画家・飛天研究者 )

日時 :4月 23日 (土)午後2時から

会場 :大阪大谷大学博物館

【往復はがきによる事前申込制 (先着60名 )】

詳しくは、ホームページまたはチラシをご

確認ください。

大阪大谷大学博物館 所 在 地 富田林市錦織北3丁 H ll-1 電話 (0721)24-1039
https://www osaka― ohtani.acjp

交通の便 近鉄長野線「滝谷不動」駅下車西へ徒歩7分

開館時間 午前10時～午後4時

休 館 目 日曜日および4月 30日 (土)～ 5月 8日 (日 )

ただし、4月 29日 (金・祝)は 開館
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